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鹿児島県日置市 

発　行／日置市役所 
　　　　総務企画部企画課 
〒８９９‐２５９２ 
日置市伊集院町郡一丁目100番地 

TEL 099（273）2111 
FAX 099（273）3063

東市来支所 
TEL 099（274）2111 

日吉支所 
TEL 099（292）2111 

吹上支所 
TEL 099（296）2111

№16 平成18年9月号 

吉利南区の太鼓踊りは勇壮活発
で激しくリズミカルな踊りとして、
引き継がれてきています。

（P13関連記事 日吉地域）

今月の
表 紙

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積  253.05椙

総人口 52,998人（△ 5） 

　　男 24,765人（△19） 

　　女 28,233人（　14） 

世帯数 22,332（　 0） 
9月1日現在（　）は前月比 

編

集
た
い
む

わ
が
地
域 

北
湯
之
元
自
治
会（
吹
上
地
域
） 

地
域
活
動
を
通
じ
、世
代
間
交
流
を
促
進 

北
湯
之
元
自
治
会
は
、
吹
上
地

域
の
中
心
部
の
伊
作
地
区
を
形
成

す
る
十
七
自
治
会
の
一
つ
。
湯
之

浦
川
が
流
れ
る
吹
上
温
泉
街
の
北

側
に
位
置
し
、
百
十
八
世
帯
、
二

百
五
十
一
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

地
域
を
代
表
す
る
伝
統
行
事
「
六

月
燈
」
は
毎
年
七
月
に
行
わ
れ
、

「
花
ヅ
ル
」
や
「
ス
カ
シ
ヅ
ル
」

な
ど
華
や
か
な
灯
篭
見
物
に
、
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

き
た
　
　
ゆ
　
　
　
の
　
　
も
と 

全 

六 

員
参
加
。
何
事
に
も
地
域
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
一
年
の
活
動
を
計

画
的
に
実
施
す
る
た
め
、
毎
月
定
例

の
「
評
議
委
員
会
」
で
、
前
月
の
反

省
と
翌
月
の
活
動
準
備
を
話
し
合
い

ま
す
。
こ
の
話
し
合
い
が
と
て
も
重

要
で
、
自
治
会
長
が
単
独
で
行
動
す

る
の
で
な
く
、
役
員
全
員
で
活
動
す

る
意
識
が
生
ま
れ
、
自
治
会
行
事
へ

の
住
民
参
加
の
協
力
体
制
が
で
き
ま

し
た
。月

燈
は
、
自
治
会
の
伝
統
行

事
の
一
つ
で
、
子
ど
も
会
、

学
生
会
、
青
壮
年
会
、
婦
人
部
、
実

年
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
灯
篭
（
ヅ

ル
）
作
り
な
ど
の
準
備
か
ら
当
日
の

運
営
ま
で
積
極
的
に
参
加
。
地
域
の

「
和
」
を
つ
く
る
住
民
交
流
の
良
い

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
の
十
一
月
に
は
四
年
ぶ
り
に
青
荘

年
会
が
主
催
す
る
「
お
ん
な
ん
講
（
男

性
が
女
装
し
て
女
性
を
も
て
な
す
習

わ
し
）」
も
行
わ
れ
ま
す
。

域
の
高
齢
化
も
進
み
、
七
十

歳
以
上
の
割
合
が
約
二
十
五
㌫
、

地
域
内
に
あ
る
福
祉
施
設
と
連
携
し

な
が
ら
健
康
づ
く
り
や
交
流
活
動
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
保
護
も
大
切
と
考
え
、「
火

災
報
知
器
設
置
」
に
あ
た
っ
て
は
、

自
治
会
内
で
設
置
契
約
を
と
り
ま
と

め
、
被
害
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

全
な
自
治
会
運
営
の
た
め
に
は
、

住
民
が
協
力
し
合
う
こ
と
が

一
番
大
事
で
す
。
自
治
会
と
し
て
も

受
け
入
れ
態
勢
を
し
っ
か
り
と
作
り
、

「
声
か
け
・
あ
い
さ
つ
」
を
基
本
に
、

住
み
よ
く
明
る
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

地 

健 

会長　下村 俊治さん 

と
う

ろ
う

と
う

ろ
う

先
日
、伊
集
院
総
合
運
動
公
園
で
は
伊

集
院
ド
ー
ム
・
多
目
的
広
場
・
サ
ッ
カ
ー
場

の
落
成
式
が
行
わ
れ
、多
く
の
市
民
の
方

が
詰
め
掛
け
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。▼
い

よ
い
よ〝
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
〞で
す
。い
や
い
や
、

私
に
と
っ
て
は〝
食
欲
の
秋
〞。食
材
が
一

段
と
お
い
し
く
な
る
時
季
で
、秋
太
郎
や

サ
ン
マ
、サ
バ
、茄
子
な
ど
考
え
た
だ
け
で

も「
生
ビ
ー
ル
一
つ
！
」と
声
を
出
し
そ
う

で
す
。で
も
、ま
た
体
が
重
く
な
り
そ
う
で

心
配
？
▼
今
月
号
の
Ｐ
16「
健
幸
情
報
」で

も
紹
介
さ
れ
て
い
る「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
」は
、肥
満
ま
で
に
は
い
か
な

い
け
ど
、ち
ょ
っ
と
お
腹
が
で
て
き
た
、中

性
脂
肪
や
血
圧
・
血
糖
値
が
少
し
高
め
な
ど
、

こ
れ
ら
の
条
件
が
重
な
っ
た
状
態
を
言
う

そ
う
で
す
。運
動
不
足
や
食
生
活
な
ど
生

活
習
慣
に
起
因
す
る
と
も
言
わ
れ
、診
断

基
準
の
必
須
条
件
が
腹
部
肥
満（
男
性
で
ウ
ェ

ス
ト
回
り
85
㌢
以
上
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
何
を
隠
そ
う
、私
も
こ
の「
メ
タ
ボ
…
」

予
備
軍
の
一
人
。今
秋
は
、目
標
を
立
て
て

〝
食
欲
〞で
な
く〝
ス
ポ
ー
ツ
〞が
充
実
し

た
も
の
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
み
た
い

と
思
い
ま
す
。日
ご
と
に
朝
夕
が
涼
し
く

な
り
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
秋
は
皆
さ
ん
も
肥
満
防
止
や
ス
ト
レ

ス
解
消
な
ど
に（
私
だ
け
？
）、ぜ
ひ
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。http://www.city.hioki.kagoshima.jp/

▲ 青壮年会主催のおんなん講

六
月
燈
は
、
住
民
交
流
の
良
い
機
会

▲
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か
つ
て
な
い
大
地
震
と
豪
雨
が
、

同
時
に
日
置
市
を
襲
う
と
い
う
想
定

で
、
九
月
三
日
、
市
総
合
防
災
訓
練

が
東
市
来
の
江
口
浜
海
浜
公
園
広
場

で
行
わ
れ
、
関
係
機
関
十
四
団
体
が

参
加
し
ま
し
た
。

防
災
訓
練
は
「
情
報
伝
達
訓
練
」

と
、
多
数
の
家
屋
倒
壊
や
崖
崩
れ
の

発
生
、
火
災
の
多
発
、
ま
た
帰
港
中

の
遊
漁
船
が
転
覆
し
、
乗
組
員
が
行

方
不
明
、
さ
ら
に
交
通
事
故
に
よ
り

負
傷
者
が
多
数
い
る
と
の
想
定
で
、

住
民
へ
の
避
難
誘
導
、
消
火
訓
練
や

救
出
訓
練
、
炊
飯
支
援
訓
練
な
ど
の

「
実
働
訓
練
」
に
分
け
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

実
働
訓
練
に
参
加
し
た
の
は
地
元

伊
作
田
校
区
の
住
民
約
百
五
十
人
を

は
じ
め
、消
防
団
や
市
消
防
本
部
な

ど
約
三
百
人
。住
民
ら
は
、い
ざ
と
い

う
時
に
安
全
で
適
切
な
行
動
が
と
れ

る
よ
う
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
確

認
し
な
が
ら
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組

み
、ま
た
消
防
団
や
消
防
本
部
の
訓

練
を
見
守
り
ま
し
た
。単
な
る
訓
練

に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

日
頃
か
ら
の
危
機
管
理
が
大
切
で
す
。

■
参
加
機
関 

日
置
市
、
日
置
市
消
防
団
、
日
置

市
消
防
本
部
、
串
木
野
海
上
保
安

部
、
東
市
来
・
日
吉
救
難
所
、
江

口
漁
業
協
同
組
合
、
鹿
児
島
県
警

察
本
部
、
串
木
野
警
察
署
、
日
置

郡
医
師
会
、
伊
作
田
校
区
内
十
二

自
治
会
、
伊
作
田
保
育
園
、
日
本

赤
十
字
社
鹿
児
島
支
部
、
日
置
市

社
会
福
祉
協
議
会
、
社
団
法
人
日

本
自
動
車
連
盟 

　
「
平
成
十
八
年
九
月
三
日
、吹
上
浜
沖
を
震
源
と
す
る
強
い
地
震
が
発
生
、東
市
来
で
震
度
５
強
を
観
測

し
た
。一
方
、大
気
の
状
態
が
不
安
定
と
な
り
豪
雨
、降
り
始
め
か
ら
の
雨
量
が
400
㎜
に
達
す
る
お
そ
れ
」 

　
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
や
火
災
発
生
が
相
次
ぎ
、豪
雨
に
よ
る
が
け
崩
れ
や
堤
防
の
決
壊
な
ど
へ
の
警

戒
も
必
要
な
状
況
下
。 

　
そ
の
と
き
、あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
。い
ざ
と
い
う
時
の
判
断
と
行
動
が
生
死
を
分
け
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。 

日置市総合防災訓練 

▲ 地域住民をはじめ多くの機関が参加 ▲ 自主防災組織による初期消火訓練

▲ 応急救護所を開設しての救護救急訓練

災
害
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

日
置
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

一
人
ひ
と
り
の
防
災
力
を
高
め
る 

七
月
中
旬
に
発
生
し
た
北
薩
地
域

の
豪
雨
災
害
（
平
成
十
八
年
七
月
県

北
部
豪
雨
災
害
）。
県
北
部
を
中
心

に
県
内
各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

台
風
の
進
路
や
大
雨
は
気
象
情
報

な
ど
に
よ
り
あ
る
程
度
ま
で
は
予
測

で
き
ま
す
が
、
災
害
に
い
た
っ
て
は
、

い
つ
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
形
で
起

こ
る
か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
大
地
震

の
発
生
直
後
は
、
道
路
の
損
壊
や
家

屋
の
倒
壊
な
ど
で
、
消
防
や
警
察
が

す
ぐ
に
現
場
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
が

困
難
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
求
め

ら
れ
る
の
が
「
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
心
構
え

と
地
域
の
防
災
力
で
す
。

し
か
し
、
災
害
時
に
助
け
合
う
た

め
に
は
、
ま
ず
自
分
の
身
を
守
る
こ

と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
防
災
に
対
す
る
意

識
と
知
識
を
も
ち
、
い
ざ
と
い
う
時

に
行
動
で
き
る
よ
う
備
え
て
お
く
こ

と
が
、
個
々
の
家
庭
を
災
害
か
ら
守

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
の
防
災

力
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

人
命
第
一
、早
め
の
避
難 

行
政
も
市
民
も
目
指
す
防
災
は
「
災

害
犠
牲
者
ゼ
ロ
」。
そ
の
た
め
に
は
、

「
早
期
避
難
」
が
必
要
で
す
。

市
で
は
災
害
時
に
備
え
、
小
学
校

や
公
民
館
な
ど
市
内
四
十
八
ヵ
所
の

施
設
を
避
難
所
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

（
左
表
参
照
）

こ
れ
ら
の
避
難
所
は
、
災
害
発
生

が
予
想
さ
れ
る
時
に
、
必
要
に
応
じ

て
開
設
し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き

に
備
え
、
日
頃
か
ら
家
族
で
避
難
所

や
連
絡
方
法
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
、

危
険
を
感
じ
た
場
合
は
隣
近
所
に
声

を
掛
け
て
、
早
め
の
避
難
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

▲ 避難する住民を誘導

▲ 上空からの映像をモニターで確認▲ 海難救助訓練

▲ 消防団、自主防災組織による水防訓練

災害時の避難場所一覧 

※二次避難場所は、一次避難場所に対応できない場合に開設。

東

市

来

地

域

伊

集

院

地

域

日

吉

地

域

吹

上

地

域

避 難 所

一

次

二

次

一

次

二

次

一

次

二

次

一

次

二

次

高山地区交流センター

東市来農業構造改善センター

東市来保健センター

東市来総合福祉センター

伊作田地区活性化センター

皆田小学校体育館

美山小学校体育館

上市来小学校体育館

鶴丸小学校体育館

湯田小学校体育館

伊作田小学校体育館

川原記念館

日置市中央公民館

飯牟礼児童館

土橋児童館

伊集院北児童館

妙円寺児童館

伊集院地区公民館

伊集院武道館

伊集院総合体育館

伊集院小学校体育館

伊集院北小学校体育館

土橋小学校体育館

飯牟礼小学校体育館

妙円寺小学校体育館

伊集院中学校体育館

伊集院北中学校体育館

土橋中学校体育館

中区集会施設

扇尾地区集会所

日吉老人福祉センター

日吉中央公民館

山田公民館

住吉小学校体育館

日吉総合体育館

吹上中央公民館

吹上勤労者体育センター

藤元地区公民館

平鹿倉地区公民館

永吉地区体育館

坊野支部消防詰所

吹上老人福祉センター

花田小学校

野首地区公民館

和田小学校

吹上地区公民館

永吉保育所

永吉小学校

吹上浜公園体育館

電話番号

274‐9856

274‐3665

274‐2111

274‐6565

274‐9870

274‐2152

274‐2203

274‐9302

274‐2103

274‐2043

274‐2718

――

273‐1919

273‐1632

273‐9130

273‐0769

272‐4550

273‐0315

――

273‐1033

273‐4852

273‐4858

273‐9331

273‐2580

273‐1822

273‐4851

272‐4996

273‐9230

――

――

292‐2321

292‐2001

――

292‐2022

292‐2056

296‐2124

296‐3074

296‐2896

296‐2889

297‐2005

――

296‐2394

296‐2149

296‐2127

296‐2134

296‐2083

297‐2559

297‐2110

296‐3077

地区
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伊
集
院
総
合
運
動
公
園
に
待
望
の
多
目
的
ド
ー
ム
「
伊
集
院
ド
ー
ム
」
等

が
七
月
二
十
七
日
完
成
し
、
九
月
九
日
に
落
成
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
に
は
、市
民
、関
係
者
約
百
五
十
人
が
出
席
し
、完
成
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
式
典
後
、
落
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
場
で
は
、「
鹿
児
島

実
業
高
校
」
対
「
鹿
児
島
城
西
高
校
」
の
交
流
試
合
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
、
サ
ッ

カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
試
合
。
伊
集
院
ド
ー
ム
で
は
、「
鹿
児
島
ホ
ワ

イ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
」
の
野
球
教
室
が
行
わ
れ
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
施
設
の
感

触
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
ド
ー
ム
前

で
市
長
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、

地
元
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と

野
球
チ
ー
ム
に
よ
る
く
す
玉
開
き
が

行
わ
れ
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
ド
ー

ム
内
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
市
長
が

「
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
施
設
が

で
き
、
市
民
や
各
関
係
者
に
感
謝
し

た
い
。
ま
た
、
こ
の
施
設
を
市
民
の

憩
い
の
場
、
健
康
づ
く
り
の
拠
点
施

設
と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

式
典
後
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
施

設
で
落
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
曇
り
空
と
な

り
ま
し
た
が
、
会
場
に
は
た
く
さ
ん

の
人
が
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

▲ 鹿実、鹿城西の選手によるサッカー教室

▲ 熱戦が繰り広げられた鹿実対鹿城西の交流試合

▲ 鹿児島ホワイトウェーブの野球教室

▲ くす玉開き

▲ 陸上レーン ▲ 多目的運動場

▲ ミーティングルーム ▲ 投球練習場

平 面 図  多目的運動場 

使 用 料  チェスト小鶴ドーム 

テニスコート ゲートボール フットサル 
野球内野練習場 陸上50mレーン 

多目的運動場 ◇1時間使用につき 

付属設備 

照明施設 ◇1時間使用につき 

全面使用

フットサル（１面）

テニス（１面）

ゲートボール（１面）

投球練習場

陸上練習場

弓道

ミーティングルーム

アマチュアスポーツに使用する場合

児童又は生徒（高校生以下）

720円

1,890円

360円

240円

180円

専用使用

個人使用

左記以外の者

1,040円

520円

350円

260円

児童又は生徒（高校生以下）

310円

260円

20円

720円

310円

その他の
場 合

2,520円

7,560円

1,260円

840円

630円

左記以外の者

470円

520円

50円

1,040円

※注 使用者が入場料を徴収する場合

※注 ※注

放送施設

ピッチングマシン（１台）

ミーティングルームの冷暖房装置

持込器具による電気使用料

520円

200円

100円

50円

（１回使用につき）

（１時間使用につき）

（１時間使用につき）

（１キロワット１時間使用につき）

多目的運動場

野球用（全面点灯）

フットサル用

テニス用

ゲートボール用

投球練習場

陸上練習場

弓道用

全面点灯

半分点灯

１面

１面

１面

1,320円

660円

1,280円

330円

330円

160円

90円

200円

670円

日
置
市
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
は
、

昭
和
五
十
八
年
に
都
市
計
画
決
定
を

受
け
、
昭
和
六
十
一
年
に
整
備
さ
れ

た
都
市
公
園
で
、
公
園
内
に
は
陸
上

競
技
場
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

等
、
市
民
の
健
康
増
進
施
設
と
し
て

利
用
さ
れ
て
お
り
、
平
成
十
七
年
度

の
利
用
者
が
約
十
万
七
千
人
。
今
年

度
の
伊
集
院
ド
ー
ム
、
サ
ッ
カ
ー
場

完
成
に
よ
り
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・

生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い 

多
目
的
屋
内
運
動
場 

伊
集
院
ド
ー
ム
は
、
市
民
の
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
拠

点
づ
く
り
と
生
涯
学
習
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
「
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
健
康
増
進
施
設
整

備
事
業
」
を
導
入
し
、
平
成
十
七
年

度
か
ら
着
工
。
延
床
面
積
約
三
千
五

百
三
十
八
㎡
、
総
事
業
費
約
六
億
二

百
四
十
九
万
円
で
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

三
面
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
四
面
、

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
二
面
、
野
球
練

習
場
（
内
野
と
投
球
場
）、
陸
上
レ
ー

ン
（
50
ｍ
三
レ
ー
ン
）、
走
り
幅
跳

び
（
一
レ
ー
ン
）
弓
道
遠
的
に
も
対

応
し
た
砂
入
り
人
工
芝
の
多
目
的
屋

内
運
動
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

愛
称 

「
チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
」
に
決
定 

市
で
は
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
活
動
や
施
設
利
用
者
の
利
便

性
向
上
、
利
用
促
進
等
に
市
と
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
ス
ポ
ン
サ
ー
（
愛

称
命
名
権
者
）
を
募
集
。
応
募
の
中

か
ら
「
小
正
醸
造
株
式
会
社
」
が
選

定
さ
れ
、
十
月
か
ら
多
目
的
ド
ー
ム

の
愛
称
が
「
チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
」

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
た
陸
上

競
技
場
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

と
今
回
完
成
し
た
サ
ッ
カ
ー
場
、
多

目
的
広
場
と
合
わ
せ
て
「
チ
ェ
ス
ト

小
鶴
ド
ー
ム
」
も
、「
小
正
醸
造
株

式
会
社
」
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
市

民
が
利
用
し
や
す
い
、
親
し
み
の
持

て
る
施
設
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

待
望
の
健
康
づ
く
り
拠
点
施
設
完
成 

伊
集
院
総
合
運
動
公
園
内

伊
集
院
ド
ー
ム
・
多
目
的
広
場
・
サ
ッ
カ
ー
場
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【吹上地域CIR】 

������� ���	�
� さん 
ザ カ リ ア ・ ム ス タ フ ァ  

こんにちは、みなさん。私はマレーシアから来た国際交流員のZakaria Mustafa（ザカリア・ムスタファ）と申します。
去年の８月から国際交流員として吹上支所地域振興課自治振興係に配属されています。主な仕事はマレーシアを通じ
て市民の国際理解を深めながら、国際交流事業を進めることです。吹上地域は自分の生まれた所と似ているため、ここ
に住むのは大好きです。
国際交流員の仕事は特定の仕事というより、人間関係、つまり個人と個人の関係を大事にしなければならないです。

市民と直接会話したり、交流したりすることによって、ますます仕事が楽しくなります。
みんながすごくやさしくて、協力的なおかげで、いろいろな文化交流を成功させることができ、それが一番感動を与

えられることです。
国際交流員としてまだ一年目ですが、個人的にはすでに10年以上も日本に滞在しています。日本は初めての海外経験

でしたが、自分の第二の故郷にもなっています。自分は日本から学んだことがたくさ
んあります。日本はとてもユニークで素晴らしい国です。そのことをもっとマレーシ
アの人々に伝えたいです。
これから２年目の国際交流員として、日本とマレーシアの架け橋の役割を果たすこ

とができることをとても光栄に思います。今までの交流を大事にしながら、みなさん
の指導、助言、協力のもとで、同じアジアの国々の仲間として、いつまでも平和を願い
ながら、友達であり続けたい考えています。
これからもよろしくお願いいたします。

▲ ALT研修会での様子

日
置
市
の
新
し
い
外
国
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の

ハ
ー
レ
ク
出
身
の
キ
ン
バ
リ
ー
・
ヒ
ュ
ー

ズ
さ
ん
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
出
身

の
ロ
ク
サ
ナ
・
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
さ
ん
、

同
じ
く
ア
メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル
出
身

の
シ
ャ
ー
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
さ
ん
が
着

任
し
ま
し
た
。

八
月
二
十
四
日
に
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
研

修
会
が
あ
り
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
仕
事
内
容

な
ど
の
説
明
や
、
打
合
せ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

新
し
く
着
任
し
た
三
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

は
、
子
ど
も
た
ち
に
英
語
を
教
え
る

こ
と
や
日
置
市
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
市
内
で

見
か
け
た
ら
気
軽
に
声
を
か
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。

吹上地域ALT

��� ����� さん 
シ ャ ー 　 デ ー ビ ッ ド  

Hi everyone!
日置市に来ることができてとても

うれしいです。私は大島教育事務所
に２年間、県教育委員会に１年間い
ました。ギターとカラオケが大好き
です。
みなさんと話せることをとても楽

しみにしています。
気軽に話しかけてくださいね！

伊集院地域ALT

������ ��������� さん 
ロ ク サ ナ 　 モ ン ド ラ ゴ ン  

始めまして。私はロクサナです。
アメリカのシカゴから来ました。私
は 22歳です。今年大学を卒業しま
した。１年間日本語を勉強しましたが、
あまり上手ではありません。私はサッ
カーと旅行とダンスが大好きです。
日本は今回初めてですので、とて

も楽しみにしています。どうぞよろ
しくお願いします。

東市来地域ALT

��������� ����� さん 
キ ン バ リ ー 　 ヒ ュ ー ズ  

始めまして。私はキンバリーです。
私は 22歳で今年６月にカーディフ
大学を卒業しました。フランス語と
日本語の学位を取りました。趣味は
読書と映画です。日本料理も好きです。
この経験を楽しみにしています。

もしかすると鹿児島弁を習うことが
できるかもしれません。どうぞよろ
しくお願いします。

ポイント 現役並み所得者の自己負担割合が変わります

平成18年
10月から

医療保険制度が改正され、
医療費の自己負担などが変わります

現役並み所得者の自己負担割合が２割から３割に引き上げられます。現役並み所得者以外は１割の
まま据え置かれます。

ポイント 医療費の自己負担限度額が引き上げられます
１ヶ月間の医療費の自己負担が高額になった場合、自己負担限度額を超えた分が高額医療費として

支給されます。その自己負担限度額が、低所得者に配慮しつつ、一部引き上げられます。

【お問い合わせ先】　日置市役所〔国保老人保健係〕…本　　　庁（内線1133）　東市来支所（内線2133） 
日 吉 支 所（内線3133）　吹 上 支 所（内線4133） 

【現役並み所得者とは】同一世帯の中に一定以上の所得（課税所得145万円以上）がある70歳以上の一
般国保対象者および老人保健対象者のいる人。（70歳以上の年収が夫婦二人世帯＝520万円未満、単身者

＝383万円未満の場合は、申請により１割負担になります。）

【一般とは】現役並み所得者、低所得Ⅰ、Ⅱのどれにもあてはまらない人。

【低所得Ⅱとは】同一世帯の世帯主および国保被保険者（老人保健で医療を受ける人の場合は世帯の全員）
が住民税非課税の人（低所得Ⅰ以外の人）にあたります。

【低所得Ⅰとは】同一世帯の世帯主および国保被保険者（老人保健で医療を受ける人の場合は世帯の全員）
が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円として計算）を

差し引いたときに０円となる人にあたります。

平成18年9月30日まで 

低所得Ⅱ  

低所得Ⅰ  

 

現役並み  
所 得 者  

12,000円 

8,000円 

外来 
（個人単位） 

40,200円 

40,200円 

24,600円 

15,000円 

外来＋入院 
（世帯単位） 

72,300円 
（医療費が361,500
円を超えたときは、超
えた分の1%を加算） 
（4回目以降の場合
40,200円） 

一 般  

◎ 自己負担限度額（月額） 

現役並み所得者 

一般、低所得Ⅰ、Ⅱ 

2割 

1割 

平成18年9月30日まで 

平成18年10月1日から 

低所得Ⅱ  

低所得Ⅰ  

 

現役並み  
所 得 者  

12,000円 

8,000円 

外来 
（個人単位） 

44,400円 

44,400円 

24,600円 

15,000円 

外来＋入院 
（世帯単位） 

80,100円 
（医療費が267,000
円を超えたときは、超
えた分の1%を加算） 
（4回目以降の場合
44,400円） 

一 般  

◎ 自己負担限度額（月額） 

現役並み所得者 

一般、低所得Ⅰ、Ⅱ 

3割 

1割 

平成18年10月1日から 
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東市来東市来東市来東市来東市来情報をお寄せください

八
月
六
日
、夏
本
番
の

江
口
浜
海
浜
公
園
で
、国

際
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６

が
開
催
さ
れ
、市
内
を
始

め
遠
く
は
三
重
県
津
市

か
ら
、三
十
二
チ
ー
ム
、

百
四
十
二
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

サ
ン
ド
ア
ー
ト
参
加

者
ら
は
、真
夏
の
強
い
日

差
し
の
下
、汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
、こ
け
け
国
王

賞
の
香
港
旅
行
を
目
指
し
、

二
時
間
と
い
う
限
ら
れ

た
競
技
時
間
の
中
で
自

信
作
を
造
り
あ
げ
ま
し
た
。

ま
た
、同
会
場
で
は
貝
堀
大
会
も

行
わ
れ
、大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

各
受
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
こ
け
け
国
王
賞
】 

ハ
イ
メ
カ
Ａ
チ
ー
ム（
東
市
来
）

【
第
二
位
】 

伊
集
院
町
商
工
会
青
年
部

【
第
三
位
】 

Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｎ（
い
ち
き
串
木
野
市
）

【
青
年
部
賞
】 

熱
烈
歓
迎〝
東
市
来
〞

【
女
性
部
賞
】 

ト
ー
ク
ハ
ー
ド
Ａ（
い
ち
き
串
木
野
市
）

【
エ
コ
賞
】（
南
日
本
新
聞
社
賞
）

萱
沼
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ（
東
市
来
）

【
商
工
会
賞
】 

吹
上
町
商
工
会
青
年
部

▲ 貝堀りを楽しむ家族連れ ▲ 優勝を喜ぶハイメカAチーム

今
年
も
香
港
（
香
港
特
別
行
政
区
・

康
楽
及
文
化
事
務
署
）
か
ら
砂
像
チ
ー

ム
（
イ
ェ
ン
・
イ
エ
ッ
ト
・
ノ
ー
代

表
以
下
六
人
）
を
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
迎
え
、
サ
ン
ド
ア
ー
ト
大
会
で
は
、

砂
質
が
違
う
中
に
も
香
港
大
会
の
優

勝
チ
ー
ム
ら
し
い
精
細
で
高
度
な
技

術
が
披
露
さ
れ
、
大
会
に
華
を
添
え

ま
し
た
。

砂
像
チ
ー
ム
一
行
は
、
八
月
四
日

か
ら
七
日
ま
で
の
三
泊
四
日
本
市
に

滞
在
し
、
大
会
へ
の
参
加
や
大
会
関

係
者
と
の
交
流
会
、
市
内
外
の
観
光

施
設
見
学
等
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
香
港
砂
像
チ
ー
ム
を
派
遣
す

る
香
港
康
楽
及
文
化
事
務
署
と
の
相

互
交
流
は
、
旧
東
市
来
町
と
の
間
で

互
い
の
砂
像
大
会
を
通
じ
、
平
成
元

年
か
ら
続
け
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。 ▲ 香港チーム（イェン団長＝右から１人目）と完成作品

サ
ン
ド
ア
ー
ト
に
華
を
添
え
た

香
港
代
表
砂
像
チ
ー
ム

ハイメカAAチーチームが、ムが、香港旅行（３泊４日）３泊４日）を獲得！を獲得！ハイメカAチームが、香港旅行（３泊４日）を獲得！
国際サンドアートフェスティバル

美 山
夏祭り

八
月
六
日
の
夕
方
、
美
山
の
元
外

相
東
郷
茂
徳
記
念
館
前
広
場
で
、
第

二
十
三
回
美
山
校
区
夏
祭
り
が
開
催

さ
れ
、
校
区
内
外
か
ら
多
く
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
美
山
保
育
園
や

美
山
校
区
婦
人
部
に
よ
る
踊
り
、
生

バ
ン
ド
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す

生
バ
ン
ド
演
奏
！

七
月
二
十
九
日
、東
市
来
町
商
工

会
館
前
の
広
場
で
が
ん
ば
ろ
う
湯
之

元
会
主
催
に
よ
る「
湯
之
元
温
泉
と

う
ろ
う
祭
り
」が
、七
月
三
十
日
に
は

同
広
場
で
、東
市
来
町
飲
食
店
組
合

主
催
に
よ
る「
夏
祭
り
」が
開
催
さ
れ
、

湯
之
元
温
泉
街
を
五
百
個
の
灯
ろ
う

が
照
ら
す
中
、市
内
外
か
ら
家
族
連

れ
な
ど
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
灯
ろ
う

の
審
査
発
表
や
ち
び
っ
こ
ス
イ
カ
早

食
い
競
争
、
吉
留
道
場
に
よ
る
五
つ

太
鼓
演
奏
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
う
ろ
う
祭
り
＆
飲
食
店
組
合
夏
祭
り

湯
の
街
に
、揺
れ
る
灯
ろ
う
厳
か
に
！

猛
暑
の
続
く
八
月
六
日
、
皆

田
地
区
で
家
内
安
全
と
豊
作
を

祈
願
す
る
「
皆
田
太
鼓
踊
り
」
が
、

二
年
ぶ
り
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

踊
り
子
連
は
、
島
津
忠
良
公

の
家
臣
で
あ
っ
た
田
尻
荒
兵
衛

な
ど
を
祭
っ
て
あ
る
大
庭
神
社

や
皆
田
小
学
校
な
ど
地
区
内
７

か
所
で
、
踊
り
を
披
露
。

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
も
、

力
一
杯
踊
る
踊
り
子
連
に
、
観

覧
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

皆
田
太
鼓
踊
り

真
夏
の
太
陽
の
下
、伝
統
の
踊
り
を
引
き
継
ぐ

北 山
火振り

八
月
十
五
日
の
お
盆
の
日
、
北
山

自
治
会
の
北
山
墓
地
で
、『
北
山
の

火
振
り
』（
市
無
形
民
俗
文
化
財
）

が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
や
帰
省
客
な

ど
大
勢
の
人
が
観
覧
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
五
〜
六
ｍ
の
真
竹

の
先
に
松
明
を
く
く
り
つ
け
、
こ
れ

に
火
を
付
け
て
南
北
に
振
り
、
無
縁

仏
（
浮
精
霊
）
を
送
る
も
の
で
、
竹

を
振
り
炎
が
弧
を
描
き
夜
空
を
焦
が

す
と
、
観
客
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

た
い

ま
つ

勇
壮
な
炎
で
、精
霊
を
送
る

七
月
二
十
八
日
、
梅
木
自
治
会
の
重
水
賢
治
ぶ
ど
う
農
園

で
、
観
光
ぶ
ど
う
農
園
開
園
式
が
行
わ
れ
、
田
代
保
育
園
の
園

児
や
行
政
関
係
者
が
出
席
し
、
開
園
を
祝
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
園
児
ら
に
よ
る
は
さ
み
入
れ
の
あ
と
、
東
市
来
観

光
ぶ
ど
う
研
究
会
長
の
大
庭
正
一
さ
ん
が
「
今
年
の
梅
雨
は
長

引
き
ま
し
た
が
、
例
年
ど
お
り
、
甘
く
て
お
い
し
い
ぶ
ど
う
が

で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
来
園
し
て
欲
し
い
で
す
」
と
、

あ
い
さ
つ
。
園
児
ら
は
、
大
き
く
て
甘
い
ぶ
ど
う
の
粒
を
、
口

一
杯
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

東
市
来
観
光
ぶ
ど
う
農
園
オ
ー
プ
ン

た
わ
わ
に
実
っ
た
甘
〜
い〝
ぶ
ど
う
〞は
い
か
が
？

七
月
二
十
八
日
と
二
十
九
日
の
両

日
、
伊
作
田
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
、

夏
キ
ム
チ
作
り
講
座
を
開
講
し
、
二

日
間
で
二
十
三
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

講
師
は
、
市
国
際
交
流
員
の
金
信

愛
さ
ん
。
夏
キ
ム
チ
の
カ
ク
ト
ウ
ギ

は
、
角
切
り
し
た
大
根
に
粉
唐
辛
子

で
色
を
付
け
、
ア
ミ
の
塩
辛
、
に
ん

に
く
、
に
ら
を
混
ぜ
、
薬
味
を
入
れ

て
完
成
。

伊
集
院
地
域
か
ら
参
加
し
た
西
尾

光
子
さ
ん
は｢

昨
年
の
冬
キ
ム
チ
作

り
に
参
加
し
ま
し
た
。
夏
キ
ム
チ
作

り
は
初
め
て
な
の
で
、
と
て
も
楽
し

み
で
し
た｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

夏
キ
ム
チ
作
り
講
座
を
開
講

県
老
人
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

夏
キ
ム
チ
で
、夏
バ
テ
解
消
！

き
む

し
ん

え

▲ 講師の金さん（右）

七
月
十
九
日
、
県
立
鴨
池
補
助
競

技
場
で
、
第
十
回
鹿
児
島
県
老
人
ク

ラ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
、
県
内
十
二
地
区
の
代
表
六

十
四
チ
ー
ム
（
三
百
八
十
人
）
が
、

参
加
し
ま
し
た
。

日
置
地
区
代
表
の
東
市
来
伊
作
田

チ
ー
ム
は
、
予
選
か
ら
決
勝
ま
で
九

回
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出
す
な
ど
、

安
定
し
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
初
の
栄

冠
に
輝
き
ま
し
た
。

伊
作
田
チ
ー
ム
が
初
優
勝
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中
福
良
公
民
館
が
八
月
二
十
日
完

成
し
、
八
月
二
十
七
日
に
落
成
記
念

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
自
治
会
で
は
、
昨
年
四
月
か
ら

建
設
委
員
会
を
結
成
し
、
資
金
計
画

や
建
築
計
画
を
進
め
、
今
年
四
月
か

ら
着
工
。
建
設
費
は
約
千
三
百
五
十

万
円
。
市
か
ら
の
補
助
金
の
ほ
か
、

た
く
さ
ん
の
資
金
が
住
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

奥
祐
義
自
治
会
長
は
「
新
し
い
公

民
館
が
で
き
て
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら

地
域
の
融
和
、
協
力
態
勢
を
つ
く
る

た
め
に
も
住
民
と
共
に
活
用
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

七
月
二
十
六
日
、
南
日
本
こ
ど
も
新
聞
（
南
日
本
新
聞
社
主
催
）
の
一

日
新
聞
記
者
と
し
て
、
村
末
大
輔
く
ん
（
妙
円
寺
小
学
校
五
年
）
が
宮
路

市
長
を
訪
ね
、「
日
置
市
」
に
つ
い
て
取
材
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
「
南
日
本
こ
ど
も
新
聞
」
は
、
社
会
科
勉
強
と
夏
休
み
の
楽
し
い

思
い
出
作
り
を
か
ね
て
、
毎
年
県
内
の
小
学
五
・
六
年
生
を
対
象
に
行
っ

て
い
る
も
の
。

取
材
で
は
、
宮
路
市
長
を
前
に
や
や
緊
張
し
な
が
ら
も
「
な
ぜ
合
併
し

た
ん
で
す
か
？
」「
合
併
し
て
良
か
っ
た
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
は
？
」
と

質
問
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
緊
張
が
和
ら
い
で
く
る
と
「
こ
れ
か
ら
の

日
置
市
が
ど
う
な
れ
ば
よ
い
か
？
」
な
ど
、
一
日
記
者
と
し
て
立
派
に
取

材
を
し
て
い
ま
し
た
。
三
十
分
余
り
の
取
材
を
終
え
た
村
末
く
ん
は
、「
市

長
が
大
き
か
っ
た
。
取
材
は
と
て
も
楽
し
く
で
き
た
」
と
、
一
日
記
者
の

役
目
を
終
え
て
ほ
っ
と
し
た
様
子
で
し
た
。

地
域
に
根
付
い
て
い
る
郷
土
の
歌

で
も
あ
る「
妙
円
寺
詣
り
の
歌
」の
暗

唱
大
会
が
八
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。こ
れ
は
22
番
ま
で
あ
る
同

歌
を
覚
え
る
こ
と
で
郷
土
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
、伊
集
院
の
小

中
学
生
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
る
恒

例
行
事
。全
校
区
で
開
催
さ
れ
た
大

会
に
三
百
六
十
六
人
が
参
加
。月
色

コ
ー
ス（
22
番
ま
で
）五
十
二
人
、烏

頭
坂
コ
ー
ス（
15
番
ま
で
）三
十
九
人
、

団
体（
22
番
ま
で
）は
九
十
一
団
体
が

完
唱
。今
年
で
月
色
コ
ー
ス
三
回
完

唱
の
伊
集
院
北
小
五
年
の
今
田
彩
稀

さ
ん
は「
途
中
で
間
違
え
そ
う
に
な
っ

た
け
ど
、完
唱
で
き
て
う
れ
し
い
」と

満
足
そ
う
で
し
た
。

中福良
自治会

待
望
の
公
民
館
が
完
成

南
日
本
こ
ど
も
新
聞
記
者

一
日
新
聞
記
者
、日
置
市
を
取
材

道
路
愛
護
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体

と
し
て
田
代
東
自
治
会
（
会
長
田
渕

和
徳
さ
ん
）
と
妙
円
寺
一
・
四
区
自

治
会
（
会
長
松
元
邦
弘
さ
ん
）
が
八

月
十
六
日
、
道
路
愛
護
表
彰
知
事
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

田
代
東
自
治
会
で
は
、
昭
和
十
二

年
か
ら
市
道
の
草
払
い
や
ご
み
拾
い
、

側
溝
清
掃
な
ど
を
実
施
。
妙
円
寺
一
・

四
区
自
治
会
で
は
昭
和
五
十
四
年
か

ら
二
ヵ
月
に
一
回
、
団
地
内
の
各
世

帯
が
協
力
し
、
市
道
の
清
掃
作
業
を

実
施
す
る
な
ど
、
自
主
的
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

道 路
愛 護

地
域
の
活
動
が
認
め
ら
れ
表
彰

南
日
本
美
術
展
の
第
一
回
パ
リ
賞
を
受
賞
し
た
独
立
美
術
協
会
会
員
の

画
家
前
畑
省
三
さ
ん
が
、
戦
時
中
に
疎
開
し
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
日
置

市
に
、
代
表
作
五
十
八
点
を
寄
贈
し
、
八
月
十
一
日
、
伊
集
院
文
化
会
館

で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
市
に
生
ま
れ
た
前
畑
さ
ん
は
、
父
の
死
去
に
伴
い
、
母
方
の
故

郷
の
旧
伊
集
院
町
飯
牟
礼
に
疎
開
。
飯
牟
礼
小
学
校
に
編
入
後
、
伊
集
院

中
学
校
、
伊
集
院
高
校
へ
進
学
。「
伊
集
院
で
の
出
会
い
が
画
家
の
原
点

に
な
っ
た
」
と
、
前
畑
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

作
品
は
、一
九
六
〇
年
か
ら
七
〇
年
代
の「
地
層
」「
ボ
ラ
の
人
」「
す
わ

る
」か
ら
八
〇
年
代
以
降
の「
神
女
誕
生
」シ
リ
ー
ズ
ま
で
で
、南
日
本
美
術

展
や
独
立
展
に
出
展
し
た
１
０
０
号
を
超
え
る
大
作
が
ほ
と
ん
ど
。贈
呈

式
で
宮
路
市
長
は「
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
よ
う
、学
校
や
生
涯
学
習
の

場
な
ど
へ
展
示
し
、大
切
に
し
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

こ
の
作
品
は
、
伊
集
院
文
化
会
館
の
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
ま
す
。

前
畑
省
三
氏
絵
画
作
品
贈
呈
式

郷
里
に
油
彩
五
十
八
点
寄
贈

妙
円
寺
詣
り
の
歌
暗
唱
大
会

郷
土
の
歌
を
軽
快
に
暗
唱

宝
く
じ
の
事
業
収
入
を
利
用
し
た

「
平
成
十
八
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
で
伊
集
院
町
郡
上
自
治
会

が
音
響
設
備
一
式
を
購
入
し
ま
し
た
。

夏
祭
り
や
敬
老
会
、
運
動
会
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
自
治
会
行
事
等
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
こ
の
よ
う

に
還
元
さ
れ
、
地
域
づ
く
り
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

郡
上
自
治
会

宝
く
じ
助
成
で
音
響
設
備
購
入

市
内
の
水
道
専
門
業
者
で
つ
く
る
日
置
市
管
工
事
組
合
（
29
社
加
盟
・

会
長
、
松
尾
悦
朗
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
が
八
月
四
日
、
奉
仕
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
同
組
合
が
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
に

恩
返
し
を
し
よ
う
と
毎
年
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
各
地
域
の

業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
四
地
域
の
配
水
池
や
水
源
地
の
清
掃
、
草
刈
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

伊
集
院
地
域
で
は
、
各
社
二
人
以
上
が
参
加
し
、
飯
牟
礼
水
源
地
や
妙

円
寺
配
水
池
な
ど
を
半
日
か
け
て
奉
仕
作
業
。
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け

る
中
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
組
合
で
は
こ
の
ほ
か
技
術
研
修
に
も
定
期
的
に
取
り
組
み
、
地
域
に

貢
献
で
き
る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

管
工
事
組
合

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
に
貢
献

八
月
十
六
日
、
今
年
で
十
七
回
目
を
迎

え
る
土
橋
地
区
夏
祭
り
花
火
大
会
が
土
橋

中
学
校
運
動
場
で
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
野
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設
置

さ
れ
、
同
地
区
児
童
に
よ
る
合
唱
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
、
舞
踊
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
、
本
部
テ
ン
ト
前
の
か
き
氷

と
綿
菓
子
コ
ー
ナ
ー
に
は
子
ど
も
た
ち
の

長
い
列
が
…
。
最
後
は
土
橋
音
頭
総
踊
り
。

同
地
区
伝
統
の
踊
り
を
全
員
で
踊
り
、
終

始
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
大
会
は
、
運
動
場

の
真
上
に
上
が
る
花
火
に
、
会
場
か
ら
は

大
き
な
ど
よ
め
き
と
歓
声
が
沸
き
あ
が
り

ま
し
た
。

か
き
氷
と
綿
菓
子
コ
ー
ナ
ー
は

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気

▲

▲
同
地
区
児
童
に
よ
る
合
唱

土橋地区
夏祭り
花火大会

暑
さ
も
忘
れ
て
に
ぎ
や
か
に
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日 吉日 吉日 吉日 吉日 吉情報をお寄せください

八
月
二
十
日
、吉
利
の
冷
水
海
岸

で
産
卵
ふ
化
し
た
子
ガ
メ
約
四
十
匹

の
放
流
を
南
区
子
ど
も
会
約
八
十
人

が
体
験
し
ま
し
た
。

今
回
放
流
し
た
子
ガ
メ
は
、ウ
ミ

ガ
メ
保
護
監
視
員
を
長
年
務
め
る
松

田
清
市
さ
ん
（
77
歳
・
南

区
自
治
会
）が
、パ
ト
ロ
ー

ル
中
に
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵

を
確
認
し
、自
宅
近
く
の

ふ
化
場
で
大
切
に
見
守
っ

て
き
た
も
の
で
七
月
一

日
に
産
卵
さ
れ
、ふ
化
し

た
子
ガ
メ
で
す
。

松
田
さ
ん
は
放
流
を

前
に
、子
ど
も
達
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
生

態
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。ウ
ミ
ガ
メ

が
生
ま
れ
た
場
所
で
産
卵
す
る
こ
と

や
今
年
上
陸
を
確
認
し
た
ウ
ミ
ガ
メ

は
三
十
匹
で
、大
き
く
育
つ
確
立
が

五
千
分
の
一
だ
と
い
う
こ
と
を
聞
い

た
子
ど
も
達
は
、「
無
事
に
、大
き
く

な
っ
て
帰
っ
て
き
て
ね
！
」な
ど
と

声
を
か
け
な
が
ら
東
シ
ナ
海
に
向
か

う
子
ガ
メ
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。

八
月
七
日
、日
置
の
天
神
ヶ
尾
に
操
業
す
る
電
子
部
品
製
造
メ
ー
カ
ー「
メ

テ
ッ
ク
九
州
㈱
」（
北
村
隆
幸
社
長
）が
、自
動
車
部
品
な
ど
の
受
注
増
に
対
応
す

る
工
場
を
敷
地
内
に
増
設
す
る
こ
と
に
な
り
、立
地
協
定
式
が
市
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
、県
産
業
立
地
課
の
平
田
浩
和
課
長
立
会
い
の
も
と
で
、宮
路
市
長
と

北
村
社
長（
写
真

左
か
ら
二
人
目
）と
の
間
で
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

式
の
中
で
、北
村
社
長
は「
こ
の
日
置
工
場
は
、進
出
か
ら
四
十
年
近
い
技
術

力
の
蓄
積
が
あ
る
。さ
ら
に
品
質
向
上
を
目
指
し
た
い
」と
、話
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
工
場
増
設
に
係
る
投
資
総
額
は
約
三
億
円
で
、
建
物
面
積
は
約
九
百

平
方
㍍
。
本
年
十
一
月
に
は
着
工
し
、
平
成
十
九
年
二
月
に
操
業
開
始
、
新
た

に
十
一
人
の
雇
用
が
予
定
さ
れ
ま
す
。

立地
協定

メ
テ
ッ
ク
九
州
㈱
が
工
場
増
設

雇
用
促
進
な
ど
地
域
活
性
に
期
待
！

子ガメ
放流

南
区
子
ど
も
会

砂
の
感
触
、波
の
音
を
忘
れ
な
い
で
帰
っ
て
き
て
ね
！

安
全
運
転
に
心
が
け
て

ミ
ニ
バ
イ
ク
・
電
動
カ
ー
講
習
会

八
月
二
十
六
日
、
交
通
安
全
母
の

会
主
催
に
よ
る
ミ
ニ
バ
イ
ク
・
電
動

カ
ー
の
安
全
運
転
講
習
会
が
、
日
吉

運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
、
地
元
住
民

な
ど
約
六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
地
元
で
二
輪
車
販
売

業
を
営
む
田
代
幸
次
さ
ん
、
上
之
園

保
さ
ん
、
鳩
野
好
弘
さ
ん
ら
の
指
導

の
も
と
、
信
号
交
差
点
で
の
右
折
や

一
時
停
止
、
一
本
橋
、
Ｓ
字
走
行
な

ど
設
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
に
挑
戦
し
て

い
ま
し
た
。

講
習
を
終
え
た
あ
と
、
伊
集
院
警

察
署
の
當
房
交
通
課
長
か
ら
「
乗
車

時
に
体
に
力
が
入
り
す
ぎ
て
い
る
と

緊
急
時
の
対
処
が
遅
れ
ま
す
。
運
転

は
な
る
べ
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
。」

と
講
評
を
受
け
、
改
め
て
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
講
習
の
空
い
た
時

間
を
利
用
し
て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血

圧
測
定
）
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
八
月
十
九
日
と
八
月
二
十
七
日
の
両
日
、各
地
で
色
鮮
や
か
な
矢
旗
と

軽
や
か
な
カ
ネ
、力
強
い
太
鼓
が
鳴
り
響
く
、恒
例
の
太
鼓
踊
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
た
め
、一
か
月
以
上
前
か
ら
準
備
に
取
り
掛
か
り
、

奉
納
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
師
匠
も
、踊
り
子
も
毎
晩
の
よ
う
に
練
習
に
励
み

ま
す
。 

　
本
番
当
日
は
、家
族
の
応
援
も
手
伝
い
、そ
れ
ぞ
れ
堂
々
と
し
て
息
の
あ
っ

た
踊
り
を
奉
納
。
公
民
館
や
各
施
設
な
ど
地
域
内
外
で
披
露
す
る
こ
と
が

で
き
、毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
々
に
思
い
出
と
感
動
を
届
け
ま
し
た
。 

夏
の
青
空
に
矢
旗
が
舞
い

鉦
と
太
鼓
が
鳴
り
響
く
！

今
年
の
踊
り
手
は
、
カ
ネ
（
三
人
）、

小
太
鼓
（
小
学
一
・
三
年
生
の
二
人
）

平
太
鼓
（
十
一
人
）
の
合
計
十
八
人
。

八
月
二
十
七
日
、
諏
訪
神
社
へ
奉
納

し
た
後
、
各
地
域
で
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。

今
年
の
踊
り
手
は
、
カ
ネ
（
四
人
）、

小
太
鼓
（
小
学
二
・
三
・
四
・
五
年

生
の
四
人
）、
平
太
鼓
（
十
四
人
）

の
合
計
二
十
二
人
。
八
月
二
十
七
日
、

諏
訪
神
社
と
八
幡
神
社
へ
奉
納
し
、

各
地
域
や
東
市
来
に
あ
る
光
の
海
な

ど
で
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

吉
利
地
区
は
、
南
区
・
中
区
・
北

区
の
三
自
治
公
民
館
が
輪
番
制
で
踊

り
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

南
区
の
当
番
年
と
し
て
八
月
十
九
日

に
池
王
神
社
と
南
方
神
社
、
吉
利
神

社
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

踊
り
手
は
、
カ
ネ
（
四
人
）、
小

太
鼓
（
小
学
三
・
四
・
五
年
生
各
一

人
と
六
年
生
二
人
の
計
五
人
）、
平

太
鼓
（
二
十
四
人
）
の
合
計
三
十
三

人
。
各
地
域
で
踊
り
を
披
露
し
ま
し

た
。今

回
、
平
太
鼓
の
踊
り
手
と
し
て

初
参
加
し
た
迫
亮
治
さ
ん
の
長
男
剣

翔
く
ん
（
四
歳
）
が
、
お
父
さ
ん
の

真
似
を
し
て
、
白
装
束
に
鉢
巻
、
即

席
の
太
鼓
に
背
中
に
は
矢
旗
を
二
本

立
て
、
カ
ネ
の
音
に
合
わ
せ
元
気
よ

く
踊
り
を
披
露
。
観
客
か
ら
「
か
わ

い
い
ね
。
上
手
だ
ね
」
と
声
援
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

と

け
ん

国
道
二
七
〇
号
と
県
道
三
七
号
が

交
わ
る
「
吉
利
交
差
点
」
の
特
殊
改

良
工
事
が
、
先
月
か
ら
着
工
し
ま
し

た
。
完
成
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月

の
予
定
で
す
。

「
吉
利
交
差
点
」
は
、
昭
和
四
十

六
年
頃
の
国
道
改
良
工
事
に
よ
り
現

在
の
姿
と
な
り
、
信
号
機
が
設
置
さ

れ
た
の
は
昭
和
五
十
年
。
こ
れ
ま
で

上
下
線
と
も
に
急
カ
ー
ブ
で
橋
の
欄

干
に
衝
突
し
た
り
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

を
突
き
抜
け
て
土
手
下
へ
落
ち
た
り

す
る
な
ど
事
故
が
多
く
、
地
域
住
民

か
ら
も
道
路
改
良
を
強
く
望
む
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
良
で
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ

で
安
全
な
交
差
点
と
な
る
事
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

吉利
交差点

道
路
改
良
工
事
が
始
ま
る

『
よ
り
安
全
に
』

携
帯
電
話
基
地
局
が
完
成

不
通
話
地
域
解
消
！

扇尾
地区

扇
尾
地
区
に
平
成
十
七
年
度
か
ら

無
線
シ
ス
テ
ム
普
及
事
業
（
総
事
業

費
八
百
三
十
九
万
三
千
円
、
う
ち
過

疎
債
八
百
三
十
万
円
、
一
般
財
源
九

万
三
千
円
）
を
導
入
し
て
建
設

を
進
め
て
い
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

の
携
帯
電
話
扇
尾
基
地
局
が
完

成
し
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
（
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ａ
プ
ラ
ス
エ
リ
ア
＝
使
用
機

種
が
限
定
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
扇
尾
地
区
は
、
山
間
部

で
今
ま
で
携
帯
電
話
不
通
話
地

域
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地

域
住
民
の
強
い
要
望
に
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
九
州
が
扇
尾
地
区
の
エ
リ
ア

整
備
の
事
業
実
施
決
定
を
し
て
実
現

し
た
も
の
で
す
。

放
流
し
た
子
ガ
メ
を
温
か
く
見
送
る

▲

子
ガ
メ
を
手
に
大
き
さ
を
実
感

▲
実
際
に
運
転
し
指
導
を
受
け
る
参
加
者（
写
真
上

電
動
カ
ー
、写
真
下
左

ミ
ニ
バ
イ
ク
）

▲

発
展
を
誓
い
握
手
す
る
関
係
者
ら

▲

▲ 空き時間で健康チェック

カ

ネ

▲ 諏訪太鼓踊り

▲ 八幡太鼓踊り

▲ お父さん（右から１人目）の横で踊る剣翔くん（中央）

▲ 改良が始まった吉利交差点

開
局
し
た
扇
尾
基
地
局

▲
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吹 上吹 上吹 上吹 上吹 上情報をお寄せください

友
好
都
市
、
岐
阜
県
上
石
津
町
（
現
大
垣
市

上
石
津
地
域
）
の
青
少
年
交
流
団
十
人
（
男
女

各
五
人
）
が
八
月
二
日
か
ら
来
訪
。
五
泊
六
日

間
、
海
の
ま
ち
吹
上
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

通
し
て
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

日
置
市
と
な
っ
て
初
め
て
の
交
流
団
受
入
。

美
山
や
妙
円
寺
な
ど
、
史
跡
見
学
エ
リ
ア
も
広

が
り
ま
し
た
。
団
員
は
上
石
津
の
地
を
踏
ん
だ

島
津
豊
久
公
や
義
弘
公
ゆ
か
り
の
史
跡
に
大
き

く
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

そ
ば
打
ち
、
木
工
、
塩
た
き
、
ウ
ミ
ガ
メ
パ

ト
ロ
ー
ル
。
地
元
の
人
に
教
わ
っ
た
体
験
で
は
、

吹
上
の
熱
い
人
情
を
感
じ
ま
し
た
。

二
泊
三
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
吹
上
の

家
族
に
「
う
ち
の
子
に
な
っ
て
」
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
心
を
通
わ
せ
「
必
ず
帰
っ
て
き
ま
す
」
と

約
束
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
ば
打
ち
で
は
、「
な
ん
で
も
体
験
」

で
来
訪
し
た
宮
崎
県
佐
土
原
町
（
現
宮
崎
市
佐

土
原
地
域
）
の
団
員
三
十
六
人
と
も
合
流
。
佐

土
原
の
団
員
は
、
地
引
網
体
験
な
ど
の
ほ
か
、

永
吉
小
児
童
と
も
交
流
。
自
己
紹
介
や
い
ろ
は

カ
ル
タ
で
、
友
情
を
深
め
ま
し
た
。

島
津
豊
久
公
の
残
し
た
歴
史
の
絆
は
、
交
流

に
よ
っ
て
紡
が
れ
て
い
ま
す
。

▲ えびす神社のみこし隊も体験。商店街から力水をかけてもらいました

▼ 天昌寺跡の豊久公の墓前で末永
い交流を誓いました ▼ ゲームで交流を深める佐土原と永吉小の児童

交
流
で
紡
ぐ
歴
史
の
絆

佐
土
原

宮
崎

上
石
津

岐
阜

入
来
浜
で
八
月
十
五
日
、
子
ガ
メ

放
流
が
行
わ
れ
、
親
子
連
れ
約
二
百

五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
子
ガ
メ
は
六
月
中
旬
、
花
田
、

伊
作
両
小
学
校
の
ふ
化
場
に
埋
め
育

て
た
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
が
ふ
化
し

た
も
の
で
、
花
田
小
が
四
十
匹
、
伊

作
小
が
五
十
匹
ふ
化
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
は
、
ウ
ミ
ガ
メ

の
生
態
や
触
り
方
を
聞
い
た
後
、
海

岸
へ
移
動
。「
カ
メ
ダ
コ
ウ
キ
」「
カ

メ
タ
ロ
ウ
」
と
思
い
思
い
の
名
前
を

付
け
て
、
そ
っ
と
水
際
へ
と
放
し
「
大

き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
ね
」
と
愛

し
げ
に
見
送
り
ま
し
た
。

大
き
く
な
っ
て

帰
っ
て
き
て
ね

子
ガ
メ
放
流
会

四
年
間
、
地
域
の
国
際
理
解
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
た
サ
イ
ド
・
サ
レ
ー

さ
ん
の
送
別
交
流
会
が
八
月
十
日
、

永
吉
地
区
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
に
は
旧
吹
上
町
の
初
代
国
際
交

流
員
と
し
て
、
小
学
校
専
属
Ａ
Ｌ
Ｔ

と
し
て
、
多
方
面
で
の
活
躍
を
反
映

し
て
、
二
百
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

「
今
日
は
お
別
れ
で
は
な
く
始
ま

り
。
だ
か
ら
涙
は
い
り
ま
せ
ん
」
と

サ
イ
ド
さ
ん
。
参
加
者
一
人
ひ
と
り

に
笑
顔
で
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
来
日
直
後
か
ら
取
り
組
ん

で
い
た
太
鼓
も
披
露
。
青
松
太
鼓
と

一
緒
に
バ
チ
を
振
り
ま
し
た
。

「
サ
イ
ド
さ
ん
再
度
会
い
ま
し
ょ

う
」

最
後
も
笑
顔
で
。
二
百
人
の
ア
ー
チ

を
く
ぐ
っ
て
一
人
ひ
と
り
と
握
手

▲

サイドさん送別交流会

サイドさん、ありがとう!!
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古
民
家
を
再
生
し
本
町
通
り
に
昨

年
十
月
オ
ー
プ
ン
し
た
「
伊
作
え
び

す
家
」。
小
物
や
和
菓
子
の
販
売
は

も
と
よ
り
、
休
憩
所
を
設
け
、
買
い

物
つ
い
で
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
四
月
か
ら
は
「
ま
ち
の
駅
」

と
し
て
認
定
を
受
け
、
人
や
地
域
情

報
の
交
流
拠
点
と
し
て
の
機
能
充
実

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

あ
な
た
の
持
つ
情
報
が
、
人
の
交

流
に
役
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

▲ ８月12日にはお祭りにあわせて夜間営業もしました

吹
上
町
青
年
団
連
絡
協
議
会
（
川

崎
信
会
長
）
が
主
催
し
て
、
第
三
十

二
回
吹
上
町
納
涼
夏
祭
り
が
八
月
十

二
日
、
開
か
れ
ま
し
た
。

団
員
が
減
少
し
続
け
る
中
で
数
人

が
連
日
、
準
備
に
奔
走
。
そ
の
熱
意

に
高
校
生
ら
が
応
え
、
当
日
は
多
く

の
ス
タ
ッ
フ
が
祭
り
を
支
え
ま
し
た
。

輪
踊
り
に
は
、
そ
ろ
い
の
ハ
ッ
ピ

を
ま
と
っ
た
団
体
が
多
数
参
加
。
ス

テ
ー
ジ
の
熱
演
と
も
あ
い
ま
っ
て
、

吹
上
の
暑
い
一
夜
に
、
老
若
男
女
が

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ご
存
知
で
す
か「
ま
ち
の
駅
」

伊
作
え
び
す
家

が
ん
ば
っ
て
ま
す
。青
年
団

吹
上
町
納
涼
夏
祭
り

伊
作
太
鼓
踊
り
（
県
無
形
民
族
文
化
財
）
が
八
月

二
十
八
日
、
小
牧
の
南
方
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

奉
納
は
六
つ
の
保
存
会
が
輪
番
で
行
っ
て
お
り
、

今
年
は
花
熟
里
保
存
会
が
八
年
ぶ
り
の
当
番
。
同
保

存
会
で
は
、
中
打
ち
の
小
中
学
生
四
人
の
指
導
に
数

カ
月
前
か
ら
取
り
組
み
、
春
先
か
ら
平
打
ち
も
合
流
、

奉
納
日
ま
で
ひ
た
す
ら
練
習
を
積
み
ま
し
た
。

観
覧
者
で
埋
ま
っ
た
南
方
神
社
境
内
。
中
打
ち
の

澄
ん
だ
鉦
の
音
に
合
せ
、
平
打
ち
二
十
四
人
の
太
鼓

と
息
づ
か
い
が
杜
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
中
打
ち
を

中
心
に
円
陣
に
配
し
た
平
打
ち
が
勇
壮
に
六
尺
（
約

一
八
〇
㌢
）
の
矢
旗
を
振
る
様
は
、
六
百
年
の
伝
統

を
つ
な
ぐ
地
域
の
心
意
気
の
よ
う
で
し
た
。

保
存
会
初
の
女
性
と
し
て
中
打
ち
を
務
め
た
榊
芽

衣
さ
ん
（
花
田
小
六
年
）
は
「
疲
れ
た
け
ど
奉
納
で

き
て
よ
か
っ
た
」
と
安
堵
の
表
情
を
見
せ
ま
し
た
。

伊作太鼓踊り

伝統背負い振る矢旗

吹上浜公園相撲場で行われ、九州
各県の代表が全国大会を目指して、
熱戦を繰り広げました。吹上中も地
元枠で団体戦に出場しました。

消防や漁業関係者などが所属する
加世田署沿岸防犯協力会が、28 年
前に起きた拉致事件を風化させまいと、
情報提供を呼び掛けました。

�
��
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九州中学
生相撲競

技大会

沿岸防犯協力会啓発活動
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児
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このコーナーに掲載
を希望されない方は
手続きのときに、お
申し出ください。 
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之
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78

皆
田
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久
江
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城
之
町
上

有
馬
ヱ
ミ
子

74

向
湯
田

捉
重

岩
吉

79

梅
木

そ
う

し

だ
い

き

も
も

か

あ
つ

き

か
い

り

あ
ま

ね

う

み

き

ず

な

せ

な

れ

み

い

お

８
月
受
付
分（
敬
称
略
）

８
月
受
付
分（
敬
称
略
）
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り
ょ
う

こ

は
る

み

ゆ
う

中華風冷やしソーメン 

⑨ 

【材　料（5人分）】  
・ソーメン・・・・・・・・・・・・7.5束
・ハム・・・・・・・・・・・・・・・・・５枚
・きゅうり・・・・・・・・・・・・1.5本
・トマト・・・・・・・・・・・・・・・１個
・卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２個
・椎茸・・・・・・・・・・・・・・・・・５枚
・人参・・・・・・・・・・・・・・・・・１本
・ピーマン・・・・・・・・・２～３個
・砂糖、塩、油、白ごま・・・・適量
だし汁・・・・・・・・・ カップ
しょう油・・・・・・・１カップ
酢・・・・・・・・・・・・・１カップ
砂糖・・・・・・・・・・・大さじ５
ごま油・・・・・大さじ１と
しょうが汁・・・・・・・・・少々

【作り方】  
①ソーメンを茹で冷やし、深めの皿に1
人分ずつ盛り付ける。
②定量の調味料にだし汁を合わせてか
け汁を作り、冷やしておく。
③ハム・キュウリは 3㎝の千切り、ト
マトは湯剥きしてくし型に切る。卵
は薄焼き卵にして千切り、椎茸・人参・
ピーマンは千切りにして、ごま油で
炒めておく。
④白ゴマを炒めてすり、ソーメンの上
にふりかけ、③を彩り良く盛り付け、
②で冷やしておいたかけ汁をかける。

1
2

1
2

平均寿命の著しい延伸の一方で、がん、心臓病、脳卒中、糖尿病等の生活習慣病が増加し、大きな問題
となっています。日置市においても、がん、脳血管疾患、心疾患の三大生活習慣病と呼ばれる疾患による
死亡が６割を占め、例外ではありません。年々増加傾向にある医療費の中では、疾患別にみると、脳梗塞
や高血圧といった循環器系の疾患によるものが約25％を占め、最も多くなっています。

《循環器系の疾患費用額内訳》 《日置市一人当たり国保医療費の推移》

脳梗塞
36%他の心疾患 8%

脳内出血 7%

その他 3%
くも膜下出血 2%

他の脳血管疾患 2%

虚血性心疾患
（心筋梗塞や狭心症など）

14%

高血圧性疾患
28%

脳卒中（脳梗
塞・脳内出血・
くも膜下出血）
をあわせると
45％にもな
ります。

平成16年度
には、県内54
市町村のうち、
２番目に医療
費が高くなっ
ています。400,000

440,000

480,000

520,000

560,000

600,000
（円）

（年度）
11 12 13 14 15 16

日置市 県平均

平成17年度 日置市基本健診検査項目別異常者割合

健診での異常者割合は、男女
ともコレステロール値、血圧
の順に多くなっています。

年に1度は健診を受け、早期発見・早期治療や自分
の生活を見直す機会としましょう。

◎当てはまる項目が多いほど、要注意！

0

20

40

60

80

コレステロール 中性脂肪 血圧 血糖

異常率（男）
異常率（女）

（%）

メタボリックシンドローム（内臓脂肪型症候群）をご存知ですか？

脳梗塞や心筋梗塞などを引き起こす動脈硬化を、進めやすい状態にある人のことをいいます。
☆ 「腹部肥満」に加えて、①～③のうち２つ以上があてはまると「メタボリックシンドローム」と診断されます。

腹部肥満（内臓脂肪の蓄積）
腹囲（おへその高さ）
・男性 85㎝以上
・女性 90㎝以上

① 高脂血症（次の一方か、両方が該当）
・中性脂肪 150㎎ /dl以上 ・HDLコレステロール値 40㎎ /dl未満
② 高血糖 空腹時血糖値 110㎎ /dl以上
③ 高血圧（次の一方か、両方が該当）
・最高血圧 130㎜Hg以上 ・最低血圧 85㎜Hg以上

①フライや油炒めの料理が多い

②脂っこい食べ物が好き

③食事は、早食いの方だ

④食事は、満腹になるまで食べる

⑤朝食を食べないことが多い

⑥間食をよくする

⑦お菓子など甘いものをよく食べる

⑧ビール中瓶で換算して１日３本以上飲む

⑨運動はほとんどしない

⑩20歳のときより10㎏以上太った

か
け
汁

み

さ
き

ち

は

る

は

い

ね

か

け

る

り
ゅ
う
た

と

も

▲ 野外炊飯

▲「韓国岳」登山

▲ フェリー屋久島の操舵室見学

▲ 海遊び体験

自然の中での生活や野外活動、異年齢集団

による共同生活を通して、自主的に活動を企画・

実施できるリーダーの育成と次代を担う心豊

かでたくましい青少年の育成を図ることを目

的として、チャレンジ霧島・屋久島が実施さ

れました。市内小学６年生から中学３年生ま

での56人の団員は事前研修でこれからの計

画や心構え、班編成などを行い、７月25日

から 27日までの２泊３日の屋久島研修、８

月２日から４日までの霧島研修にそれぞれ28

人の団員が参加。きつい体験や不自由な体験、

知らない友だちと数日間生活を共にする体験

を通して、子どもたちは大きく成長しました。

今後、この研修の成果を家庭や学校生活で発

揮できることを期待します。

霧島・屋久島
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シリーズ⑯

ひと いきいき

前
田
さ
ん
は
、
家
業
を
継
ぐ
た
め
四
年
間
修
行
し
帰
郷
、
父
貢
さ
ん
と
と
も
に
菓
子
作

り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
伝
統
の
味
を
受
け
継
ぐ
中
で
、
新
し
い
菓
子
作
り
に
も
努
め
、
海

亀
の
甲
羅
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
「
海
亀
ん
せ
な
か
」
は
、
県
海
亀
保
護

条
例
に
よ
る
活
動
の
一
環
と
し
て
商
工
会
青
年
部
の
海
亀
パ
ト
ロ
ー
ル
が
始
ま
っ
た
頃
に

生
ま
れ
た
ア
ー
モ
ン
ド
の
せ
ん
べ
い
で
す
。
そ
の
後
、
毎
年
の
よ
う
に
海
亀
や
吹
上
浜
、

せ
っ
ぺ
と
べ
な
ど
地
域
の
自
然
や
行
事
を
テ
ー
マ
に
、
素
材
の
良
さ
を
生
か
し
、
お
客
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
店
の
味
が
出
せ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
田
さ
ん
は
、
菓
子
職
人
と
は
別
に
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
小
物
や
古
い
レ
コ
ー
ド

（
特
に
蓄
音
機
関
係
）
な
ど
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
県
内
外
に
も
知
ら
れ
、
店
の
イ
ン

テ
リ
ア
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
お
客
様
の
要
望
が
あ
れ
ば
蓄
音
機
で
実
際
に
懐
か
し
い
音

を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
店
内
に
は
、
明
治
・
大
正
時
代
の
蓄
音
機
や
Ｓ
Ｐ
盤
の
レ

コ
ー
ド
が
大
切
に
保
管
陳
列
さ
れ
、
お
店
の
雰
囲
気
に
も
味
が
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

レ
コ
ー
ド
の
中
に
は
、「
こ
こ
な
ら
大
切
に
し
て
く
れ
る
か
ら
」
と
お
客
様
か
ら
い
た
だ

い
た
も
の
も
多
数
あ
る
と
か
。「
お
菓
子
も
音
楽
も
、
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
。
と
い

う
共
通
点
が
あ
り
ま
す
」
と
、
前
田
さ
ん
。

こ
の
蓄
音
機
を
生
か
し
て
、こ
れ
ま
で
も
地
元
で
蓄
音
機
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
は「
地
域
高
齢
者
の
方
を
対
象
に
し
た
蓄
音
機
の
出
張
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
、当
時
の
懐
メ
ロ
や
童
謡
、映
画
音
楽
な
ど
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
元
気
付
け
た
い
。ご

依
頼
を
待
っ
て
ま
す
。」と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
す
。〝
古
い
も
の
を
大
切
に
し
な
が
ら
新
し
い

も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
〞を
モ
ッ
ト
ー
に
す
る
前
田
さ
ん
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

＆

ゆ
め
チャレンジ

『
立
派
な
仕
事
人
』 

日
新
小
学
校
六
年
　
　
山
口
　
早
人 

く
ん 

有馬新七の墓碑（伊集院地域） 

吹上町永吉 

や

ま

ぐ

ち

　

　

は

や

と

 

　小さい頃から慣れ親しんでいる
折り紙。5年前から折り紙教室で
活動し、月1回の教室を講師と20
人の講座生と楽しく取り組んでい
ます。教室では年間計画を立て、
季節に合った折り紙を制作。出来
上がった作品を家に飾ったりして
います。今では、孫や地域の子ど
もたちと一緒に作ることも。これからは、折り紙を通じて
子どもたちともっとふれあえるようにしたいですね。 

本田　レイ子　（71歳） さ
ん 

「折り紙」 

16

前田 晋作
まえ だ しん さく

さ
ん［41歳］ 

●平成12年に、三代目〔父・貢さん〕から創業明治24年
の伝統を誇る「御菓子司　前田家」を継ぎ、現在、4代
目として活躍。 

　　趣味は、アンティークの収集。特に蓄音機関連では、
収集の噂を聞き県外からも来店される。 

日吉町日置　（熊野自治会） 幕末の志士として有名な有馬新七は文政８年（1825）
に伊集院で生まれました。新七の墓は下谷口の伊集
院幼稚園のとなりにあります。
新七の家は伊集院の郷士でしたが、新七が幼少の

ときに鹿児島城下に移り、城下士になりました。新
七は幼い頃から漢学や国学などの学問に励み、天保
14年（1843）に藩の留学生に選ばれて江戸に派遣
されました。江戸でも高い評価をうけ、江戸藩邸で
講義を行うようになりました。
嘉永６年（1853）にペリーが浦賀に来航します。

その前後にも、外国船が日本にやって来て様々な要
求をするようになり、国内が混乱してきました。こ
うした情勢のなか、幕府を倒して天皇中心の国を造り、
外国人を追い払おうとする思想「尊皇攘夷」が盛ん
になりました。新七は「尊皇攘夷」運動の薩摩にお
ける中心になりました。
新七と尊皇攘夷派の仲間達は、文久２年（1862）

４月に京都の寺田屋に集まり、幕府と戦いを始める
準備をしていました。そこに、薩摩藩の武士８名が
藩上層部の命令で止めにきました。しかし、新七ら
は説得に応じず斬り合いになり、新七と他７名が死
亡しました。有名な寺田屋事件です。
新七の墓は、現在の鹿児島市の南林寺に建てられ

ましたが、南林寺墓地の撤去により、昭和47年に
伊集院に移転しました。

〈引用参考文献〉 

『伊集院町誌』伊集院町 

本庁から 
　　車で10分 

Access

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
電
気
関
係
の
仕
事
に
つ
く

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
お
父
さ
ん
の
姿
を
見
て
決
め

ま
し
た
。
仕
事
か
ら
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
帰
っ

て
く
る
お
父
さ
ん
を
見
る
と
「
き
っ
と
、
疲
れ
て
い

る
ん
だ
ろ
う
な
あ
。」
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
お
父
さ
ん
の
仕
事
の
手
伝
い
を
す
る
と
と

て
も
楽
し
い
で
す
。
そ
の
と
き
に
は
、
い
ろ
ん
な
道

具
の
名
前
や
使
い
方
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
電
気
工

事
や
修
理
に
は
、
た
く
さ
ん
の
道
具
が
必
要
な
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
新
し
い
道
具
の
こ
と

を
知
る
た
び
に
、
わ
く
わ
く
し
て
き
ま
す
。

い
つ
か
は
、
お
父
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
の
仕
事
場
で

働
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
人
の
た
め
に
役

に
立
て
る
立
派
な
仕
事
人
に
な
り
た
い
で
す
。

か

め

元
気
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

市
内
に
在
住
の
6
歳
以
下
の
お
子
さ
ん 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
⑤
広
報
へ
の
ご
意
見

⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課（
住
所
は
末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

●
今
月
は
、国
際
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
で
見
つ
け
た
お
子
さ
ん
で
す
。

徳重　夏輝くん（2歳3ヶ月） 

健康で、元気に育ってほしい。

■おとうさん・おかあさんから

父 将幸さん 母 歩さん
（伊集院町郡）

なつ き

紙屋　琉くん（3歳1ヶ月） 

元気いっぱいにあいさつができる子
どもになってください。

■おとうさん・おかあさんから

父 修一さん 母 幸子さん
（伊集院町下神殿）

りゅう

そん のう じょう い




